
 

  

研究内容： 機械構造材料の開発・応用にご協力します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 一関工業高等専門学校 未来創造工学科 機械・知能系 

●研究の背景と目的 

新材料を実際に応用する際、その機械的特性を正確に

把握することが、応用機器の設計や応力解析にとって

必要不可欠となります。 

●研究内容 

本研究では、機械構造材料の機械的特性（破壊強度・

弾性率・破壊靱性・硬さ等）の評価と共に、破断面に残

された破壊の形跡（破壊の起点・き裂の経路等）の調

査を行い、機械的特性改善の方向性を明らかにする

試みを行っています。 

研究タイトル： 

新材料の機械的特性と破壊機構の調査 
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提供可能技術： 

・破壊強度・靱性の評価 

・弾性パラメータの評価 

・微細組織の観察・画像解析 

・破壊の起点・き裂進展経路の解明 

 

●従来技術との優位性 

例えば、液体窒素温度での超電導材料の機械的特性

評価のように、材料が実際に使用される環境において

評価を行います。 

●予想される応用分野 

・新材料を使用して応用機器を設計する際の応力解

析。 

・評価結果の作製プロセスへのフィードバックによる高

強度化。 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

デジタルマイクロスコープ キーエンス VHX-500 

ビッカース硬さ試験機 ミツトヨ HM-101 

結晶方位切断機 クリスタルシステム CU-02 

AE 計測システム NF As-712 

  

 

 

●実用化に向けた課題 

・評価方法の原理的な違いや、評価過程における細かい手順・方法の違いなどが、評価結果に及ぼす影響の把握。 


